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研究から 1980年の Ohlson のモデルまで，倒産予測分析を取り扱った殆ど全ての研究について，各モデ
ルの構造とその意義とが詳細にレビューされたのち，それらが萌芽期，生成期，充実期と展開期に 4 分
類されている O これにより，この問題の研究進展プロセスに対する的確な理解が可能となっているO






第 4 部 (8 ，...， 10章)では，わが国データ(帝国データパンクの1974 ，...， 84年のデータ，モデルにとって
の有効サンフ。ル企業数は倒産621社と非倒産2.082社)による倒産予測に関する実証分析が行われているO
まず，第 3 部で検討した問題点を割酌して，多変量解析の意義にマッチした財務諸表データの利用を可
能とする独自のモデルが構築される。そのさい， í倒産予測に有用な情報を漏れなく抽出する J ， í有用
な情報の全体を，多様な比率を用いて情報の重複と脱漏が生じないように指標化し，検討対象として取





















及ぼす影響や，倒産企業にしばしばみられる倒産前の window-dressing の可能性に対し， いかに対処
すべきかの検討が必要となるが，問題点の指摘に止まっていること，更により基本的な問題として倒産
予測と一般的な財務分析との関係の検討が必要となるが，明確な立場を示していないことなど，今後の
研究課題となっているものが少なくない。このような残された課題はあるものの，以上の点からみ，経
済学博士の学位に十分値するものと判定するO
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